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文
化
財
を
訪
ね
て
　―
見
て
あ
る
記
―

谷
）
の
５
つ
の
構
成
団
体
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
桶
川
宿
の
四
つ
の
町

会
で
は
、
輪
番
で
祭
典
委
員
長
を
務
め
る

「
年
番
長
」
を
選
出
し
ま
す
。

　
桶
川
祇
園
祭
は
、
元

げ
ん
ぶ
ん文

3
年
（
１
７
３

８
）
に
桶
川
宿
に
あ
っ
た
市い

ち

神か
み
し
ゃ社

で
あ
る

天て
ん
の
う
し
ゃ

王
社
の
祭
礼
と
し
て
始
ま
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
神
社
は
明
治
時

代
に
寿
2
丁
目
の
稲
荷
神
社
に
移
さ
れ
、

末
社
八
雲
神
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

桶
川
祇
園
祭
は
、
桶
川
宿
の
隆
盛
と
と
も

に
山
車
や
神
輿
、
獅
子
頭
（
夫め

お

と婦
獅し

し子
）

な
ど
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
時
期
、
中

断
し
ま
し
た
が
、
市
制
施
行
を
契
機
に
桶

川
の
都
市
祭
礼
と
し
て
復
活
し
、
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　
桶
川
祇
園
祭
は
、
京
都
八
坂
神
社
の
祇

園
祭
と
同
じ
よ
う
に
宿
場
内
の
疫
病
退
散

と
家
内
安
全
を
願
う
祭
り
で
す
。
例
年
で

す
と
、
こ
の
時
期
に
は
疫
病
退
散
の
願
い

を
込
め
、
各
地
の
八
坂
神
社
、
八
雲
神
社

な
ど
で
は
「
祇
園
祭
」
「
天
王
様
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

【
山
車
】
　
桶
川
祇
園
祭
の
山
車
は
、
大
正

3
年
（
１
９
１
４
）
に
中
山
道
に
電
線
が

架
設
さ
れ
、
一
変
し
ま
し
た
。
山
車
人
形

が
電
線
の
接
触
を
避
け
る
た
め
降
ろ
さ

　
昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
全
国
的
に
夏
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
年
7
月
15
日
、
16
日
に
中
山
道
を

祭
り
一
色
に
染
め
る
「
桶
川
祇
園
祭
」
も
、

令
和
2
年
と
3
年
は
神
事
を
中
心
に
行
わ

れ
、
神
輿
の
渡と

ぎ

ょ御
や
山だ

し車
の
巡
行
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
紙
上
で
「
桶

川
祇
園
祭
」
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
桶
川
祇
園
祭
は
、
桶
川
祇
園
祭
祭
典
委

員
会
を
構
成
す
る
相

あ
い
お
い
か
い

生
会
（
相
生
祭
典
保

存
会
＝
旧
上か

み
ま
ち町
）
、
本
ほ
ん
ま
ち街 

（
武
州
桶
川
宿

本
街
保
存
会
＝
旧
上か

み
な
か
ま
ち

中
町
）
、
榮

さ
か
え
か
い

会
（
榮

町
祇
園
祭
実
行
委
員
会
＝
旧
下し

も
な
か
ま
ち

中
町
）
、

八や
く
も
か
い

雲
会
（
八
雲
祭
典
保
存
会
＝
旧
下し
も
ま
ち町
）

、

氷ひ
か
わ
か
い

川
会
（
下
日
出
谷
保
存
会
＝
下
日
出

れ
、
現
在
の
よ
う
な
屋
台
型
の
山
車
に
な

り
ま
し
た
。
八
雲
会
の
山
車
は
、
回
り
舞

台
形
式
か
ら
固
定
の
も
の
に
変
わ
り
ま
し

た
。

【
山
車
人
形
】
　
八
雲
会
の
山
車
に
は
、

市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
山
車
人
形

「
神じ

ん

む武
天
皇
」
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
山
車
人
形
は
、
明
治
20
年
（
１
８

８
７
）
頃
に
購
入
し
た
と
伝
わ
り
、
明
治

25
年
と
同
44
年
（
１
９
１
１
）
に
大
改
修

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
武
天
皇
は

2
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
大
ぶ
り
で
頭
の
作

風
は
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　
榮
会
の
山
車
に
は
、
市
指
定
有
形
民
俗

文
化
財
の
山
車
人
形
の
三
国
志
の
英
雄

「
関か

ん

う羽
」
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

山
車
人
形
は
、
明
治
25
年
（
１
８
９
２
）

に
幸
手
市
の
生い

き

人に
ん
ぎ
ょ
う
し

形
師
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
迫
力
あ
る
人
形
で
、
美
術
工
芸
的
に
も

価
値
の
高
い
も
の
で
す
。
生
人
形
と
は
、

物
語
の
登
場
人
物
を
迫
真
的
に
表
現
し
た

等
身
大
の
人
形
で
見み

せ

も

の

世
物
興こ
う
ぎ
ょ
う

行
に
使
わ

れ
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
街
の
山
車
に
も
か
つ
て
は
山

車
人
形
「
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
」
が
飾
ら
れ
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
神
輿
の
渡
御
】
　
桶
川
祇
園
祭
を
盛
り
上

げ
る
も
の
と
し
て
、
各
町
会
の
神
輿
が
あ

り
ま
す
。
15
日
に
は
年
番
町
会
の
神
輿
を

先
頭
に
5
基
の
神
輿
が
中
山
道
を
渡
御
す

る
連
合
渡
御
が
行
わ
れ
ま
す
。
16
日
に
は

桶
川
駅
前
交
差
点
で
4
基
の
神
輿
の
担
ぎ

合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
各
町
会
の
若
衆
に

よ
っ
て
激
し
く
神
輿
が
担
が
れ
ま
す
。
ま

た
、
16
日
に
行
わ
れ
る
三
つ
の
町
会
の
山

車
が
向
か
い
合
っ
て
行
う
囃
子
と
踊
り
の

競
演
「
ひ
っ
か
せ
」
は
祭
を
一
層
盛
り
上

げ
ま
す
。

【
夫
婦
獅
子
】
　
桶
川
宿
本
街
保
存
会
に

は
、
寛か

ん

延え
ん

2
年
（
１
７
４
９
）
制
作
の

夫
婦
獅
子
と
呼
ば
れ
る
一
対
の
大
き
な
獅

子
頭
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
獅
子
頭

は
、
本
街
の
有
志
に
よ
っ
て
商
売
繁
盛
と

家
内
安
全
を
祈
願
し
て
舞
っ
た
の
が
始
ま

り
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
後
期

に
疫
病
が
流
行
し
た
た
め
疫
病
祓
い
の
祈

願
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
桶
川
祇
園
祭
」
が
来
年
こ
そ
は
盛
大

に
実
施
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　　
桶
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

板
垣
時
夫

夏
の
風
物
詩

　桶
川
祗
園
祭神輿の連合渡御

明治40年頃の祇園祭での写真

※市ホームページもご覧ください。桶川祗園祭をもっと知ろう　検索




